
 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

運動失調症の医療基盤に関する調査研究班 分担研究報告書 

 

シヌクレイノパチー患者での[11C]BF-227 PETによる α-シヌクレイン蛋白凝集体の画像化 
 

研究分担者：武田 篤    国立病院機構 仙台西多賀病院 

研究協力者：菊池昭夫    東北大学大学院医学系研究科 神経内科学分野 

      長谷川隆文 東北大学大学院医学系研究科 神経内科学分野 

 岡村信行  東北大学大学院医学系研究科 機能薬理学分野 

 谷内一彦  東北大学大学院医学系研究科 機能薬理学分野 

 工藤幸司  東北大学加齢医学研究所 ニューロ・イメージング研究部門 

 古本祥三  東北大学サイクロトロン 核医学研究部 

 田代 学  東北大学サイクロトロン 核医学研究部 

 

研究要旨 

シヌクレイノパチーの代表的疾患であるパーキンソン病(PD)においても多系統萎縮

症(MSA)同様に[11C]BF-227 PETが α-シヌクレイン(αS)蛋白凝集体を可視化・画像化でき

るかどうかについて検討するとともに、MSA との早期診断鑑別の有用性ついて検討し

た。PD 患者群(17 人)は正常コントロール群(15 人)と比較して、前頭葉、側頭葉、中心

前回、補足運動野、帯状回、被殻、淡蒼球で[11C]BF-227の集積亢進を認めた。PD患者

の 9人の経時的変化では、前頭葉、頭頂葉、中心前回、補足運動野、帯状回、被殻で集

積の増加を認めた。また、PDとMSAとの比較で集積に有意差がなかった。[11C]BF-227 

PET によって PD の生体脳内 αS 蛋白凝集体についても可視化・画像化が可能であった

が、MSAとの早期診断鑑別には有用ではなかった。 

 

 

Ａ.研究目的 

ヌクレイノパチーの代表的な疾患の一つで

あるパーキンソン病(PD)の病理学的特徴はレ

ビー小体であり、その主たる構成成分は α-シ

ヌクレイン(αS)蛋白凝集体である。多系統萎

縮症(MSA)のグリア細胞質内封入体における

生体脳内 αS 蛋白凝集体の可視化・画像化は

可能であるが 1)、PDの生体脳内 αS蛋白凝集

体については、可視化・画像化ができていな

い。今回、我々は PD患者に [11C]BF-227 PET

を施行し、正常コントール群と比較すること

により生体脳内 αS 蛋白凝集体を可視化・画

像化ができるかどうか検討するとともに、PD

患者の一部に[11C]BF-227 PET を繰り返し施

行し、生体脳内 αS 蛋白凝集体の経時的変化

について検討する。さらに[11C]BF-227 PET 

がPDとMSAとの早期診断鑑別に有用である

かどうかについて検討する。 

 

Ｂ.研究方法 

PD 患者 17 人に 1 回目の[11C]BF-227 PET

撮影を施行した。そのうち、9人に平均約 2.5

年の間隔をおいて、2回目の[11C]BF-227 PET

撮影を施行した。1 回目と 2 回目の撮像条件

は同様で[11C]BF-227 投与後 60分間の PETダ

イナミック撮像で行った。認知機能、嗅覚機



 

能、運動機能の指標として、それぞれ MMSE、

OSIT-J、UPDRS (motor score) を用いた。解析

には PMOD ver3.6 (PNEURO)を用いて、各個

人の MRI 画像をテンプレートにして自動的

に前頭葉、側頭葉、頭頂葉、後頭葉、中心前

回、補足運動野、帯状回、尾状核、被殻、淡

蒼球、視床、扁桃体、嗅皮質、延髄、中脳、

小脳領域に VOIを設定した。小脳を参照領域

とし、各領域と小脳との比（SUVR）を用い

て、 15 人の正常コントロール群 (年

齢 :58.9±13.5 年、性別  M/F:10/5、MMSE 

score:29.9±0.2)と比較した。統計解析には t test、

paired T-testを使用した。また、MSA 8名との

比較には後頭葉を参照領域とし各領域と後頭

葉との比（SUVR）を用いて比較検討した。 

 (倫理面への配慮) 

本研究はヘルシンキ宣言及び臨床研究に関す

る倫理指針（厚生労働省）に従って実施され

た。本研究は東北大学医学部・医学系研究科

倫理委員会にて承認されている。 

 

Ｃ.研究結果 

PD 患者群は正常コントロール群と比較し

て、前頭葉、側頭葉、中心前回、補足運動野、

帯状回、被殻、淡蒼球において有意差をもっ

て[11C]BF-227の集積亢進を認めた。経時的に

は、前頭葉、頭頂葉、中心前回、補足運動野、

帯状回、被殻で集積の増加を認めた。この補

足運動野領域は OSIT-J ならびに MMSE のス

コアと相関を認めた。また、PDと MSAとの

比較で集積に有意差がなかった。 

 

Ｄ.考察 

 PDで集積亢進を示したこれらの領域は PD

の病理でレビー小体が比較的多い領域と一致

していた。アルツハイマー病にみられる側頭

頭頂から後頭葉領域での集積亢進とは異なっ

ており、PD での[11C]BF-227 集積亢進はアミ

ロイド βを反映していないと考えられた。ま

た、経時的変化における補足運動野での

[11C]BF-227 集積の増加は認知機能悪化との

関連が示唆された。 

 PDとMSAとの比較で集積に有意差がみら

れなかった理由として、平均罹病期間の相違

（PD:3.28 年、MSA:1.74 年）や BF-227 によ

るレビー小体とグリア細胞質内封入体の αS

蛋白凝集体への結合能力の相違などが考えら

れた。 

 

Ｅ.結論 

 [11C]BF-227 PETによって PDの生体脳内 αS

蛋白凝集体を可視化・画像化が可能であった。

一部の症例では αS 蛋白凝集体の経時的変化

を捉えることができた。[11C]BF-227 PET が

MSAのみならず PDにおいても病期進行や治

療効果の判定としてのサロゲートマーカーに

応用できる可能性が示唆された。一方で、

[11C]BF-227 PET が PDと MSAとの早期診断

鑑別には有用ではなかった。 
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